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10　

平
時
の
危
機
管
理　

そ
の
２

（
１
）
情
報
収
集

　

危
機
管
理
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
日
常

的
に
関
連
情
報
の
モ
ニ
タ
ー
に
努
め
る
こ
と
で

す
。
現
地
の
治
安
情
勢
は
変
わ
り
や
す
く
、
さ

さ
い
な
出
来
事
で
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
本
社
に
お
い
て
も
「
海
外
安
全

情
報
」
な
ど
外
務
省
が
提
供
す
る
情
報
を
は
じ

め
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
平

時
か
ら
治
安
情
勢
の
変
化
や
そ
の
兆
候
に
気
を

配
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
関
係
す
る
国
・
地
域
に
関
し
て
、
外
務
省
か

ら
「
広
域
情
報
」
や
「
ス
ポ
ッ
ト
情
報
」
が
出

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
情
報
と
合
わ
せ

て
背
景
の
分
析
を
行
い
自
社
の
活
動
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
生
じ
得
る
か
を
判
断
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
現
地
に
注
意
喚
起
を
し
ま
す
。

　
現
地
側
に
お
い
て
も
、
日
常
的
に
関
連
情
報

の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
地
で
し
か
得

ら
れ
な
い
情
報
を
積
極
的
に
収
集
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
現
地
職
員
な
ど
か
ら
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

ス
ー
パ
ー
の
商
品
が
極
端
に
品
不
足
に
な
る
、

い
つ
も
渋
滞
し
て
い
る
道
路
が
空
い
て
い
る
、

街
に
警
官
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
日
常

的
な
観
察
を
通
し
て
得
ら
れ
た
変
化
を
認
識
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
本
社
と
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
安
全
対
策
基
礎
デ
ー
タ
」
は
、
渡

航
先
・
赴
任
先
で
注
意
す
べ
き
事
項
が
網
羅
さ

れ
て
お
り
、
渡
航
者
・
赴
任
者
は
必
ず
目
を
通

し
て
お
く
べ
き
情
報
で
す
。

　

危
機
管
理
で
は
、
本
社
と
現
地
の
意
思
疎
通

は
大
変
重
要
な
要
素
で
す
。
本
社
側
か
ら
は
、

必
要
な
情
報
の
提
供
、
注
意
喚
起
等
を
行
う
と

と
も
に
、
現
地
か
ら
の
情
報
提
供
を
歓
迎
す
る

姿
勢
を
示
す
な
ど
、
気
軽
に
意
思
疎
通
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
努
力
が
必
要
で
す
。
危
機
管

理
担
当
者
が
海
外
出
張
者
・
赴
任
者
に
事
前
に

面
会
す
る
、
一
時
帰
国
時
に
現
地
情
勢
の
確
認

を
面
会
し
て
行
う
、
治
安
不
安
の
高
い
国
に
は

年
一
回
程
度
現
地
を
訪
問
す
る
な
ど
、
お
互
い

の
顔
が
見
え
る
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
も
意
思

疎
通
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
の
一
つ
で
す
。

（
２
）
海
外
渡
航
者
・
赴
任
者
の
教
育

　

海
外
渡
航
者
・
赴
任
者
の
教
育
は
、
派
遣
企

業
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
す
べ
き
事
項
で
す
。

海
外
に
お
け
る
安
全
対
策
の
基
本
は
「
安
全
の

た
め
の
三
原
則
」
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
事
前
に
十
分
な
説

明
・
研
修
の
機
会
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
渡
航
者
・
赴
任
者
の
家

族
も
含
め
た
機
会
の
提
供
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

研
修
す
べ
き
内
容
は
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
１

〜
８
に
記
載
し
て
あ
る
内
容
を
中
心
に
、
渡
航

先
・
赴
任
先
の
治
安
情
勢
や
必
要
と
な
る
心
構

え
、
企
業
と
し
て
の
安
全
対
策
へ
の
取
り
組
み

な
ど
を
交
え
て
研
修
を
行
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
渡
航
者
・
赴
任
者
に
「
自
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10　

平
時
の
危
機
管
理　

そ
の
２

（
１
）
情
報
収
集

　

危
機
管
理
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
日
常

的
に
関
連
情
報
の
モ
ニ
タ
ー
に
努
め
る
こ
と
で

す
。
現
地
の
治
安
情
勢
は
変
わ
り
や
す
く
、
さ

さ
い
な
出
来
事
で
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
本
社
に
お
い
て
も
「
海
外
安
全

情
報
」
な
ど
外
務
省
が
提
供
す
る
情
報
を
は
じ

め
各
種
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
平

時
か
ら
治
安
情
勢
の
変
化
や
そ
の
兆
候
に
気
を

配
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
関
係
す
る
国
・
地
域
に
関
し
て
、
外
務
省
か

ら
「
広
域
情
報
」
や
「
ス
ポ
ッ
ト
情
報
」
が
出

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
情
報
と
合
わ
せ

て
背
景
の
分
析
を
行
い
自
社
の
活
動
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
生
じ
得
る
か
を
判
断
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
現
地
に
注
意
喚
起
を
し
ま
す
。

　
現
地
側
に
お
い
て
も
、
日
常
的
に
関
連
情
報

の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
現
地
で
し
か
得

ら
れ
な
い
情
報
を
積
極
的
に
収
集
す
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
現
地
職
員
な
ど
か
ら
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、

ス
ー
パ
ー
の
商
品
が
極
端
に
品
不
足
に
な
る
、

い
つ
も
渋
滞
し
て
い
る
道
路
が
空
い
て
い
る
、

街
に
警
官
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
日
常

的
な
観
察
を
通
し
て
得
ら
れ
た
変
化
を
認
識
し

必
要
で
あ
れ
ば
本
社
と
情
報
を
共
有
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
安
全
対
策
基
礎
デ
ー
タ
」
は
、
渡

航
先
・
赴
任
先
で
注
意
す
べ
き
事
項
が
網
羅
さ

れ
て
お
り
、
渡
航
者
・
赴
任
者
は
必
ず
目
を
通

し
て
お
く
べ
き
情
報
で
す
。

　

危
機
管
理
で
は
、
本
社
と
現
地
の
意
思
疎
通

は
大
変
重
要
な
要
素
で
す
。
本
社
側
か
ら
は
、

必
要
な
情
報
の
提
供
、
注
意
喚
起
等
を
行
う
と

と
も
に
、
現
地
か
ら
の
情
報
提
供
を
歓
迎
す
る

姿
勢
を
示
す
な
ど
、
気
軽
に
意
思
疎
通
が
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
努
力
が
必
要
で
す
。
危
機
管

理
担
当
者
が
海
外
出
張
者
・
赴
任
者
に
事
前
に

面
会
す
る
、
一
時
帰
国
時
に
現
地
情
勢
の
確
認

を
面
会
し
て
行
う
、
治
安
不
安
の
高
い
国
に
は

年
一
回
程
度
現
地
を
訪
問
す
る
な
ど
、
お
互
い

の
顔
が
見
え
る
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
も
意
思

疎
通
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
の
一
つ
で
す
。

（
２
）
海
外
渡
航
者
・
赴
任
者
の
教
育

　

海
外
渡
航
者
・
赴
任
者
の
教
育
は
、
派
遣
企

業
と
し
て
し
っ
か
り
対
応
す
べ
き
事
項
で
す
。

海
外
に
お
け
る
安
全
対
策
の
基
本
は
「
安
全
の

た
め
の
三
原
則
」
に
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
事
前
に
十
分
な
説

明
・
研
修
の
機
会
を
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
渡
航
者
・
赴
任
者
の
家

族
も
含
め
た
機
会
の
提
供
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

研
修
す
べ
き
内
容
は
、
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
１

〜
８
に
記
載
し
て
あ
る
内
容
を
中
心
に
、
渡
航

先
・
赴
任
先
の
治
安
情
勢
や
必
要
と
な
る
心
構

え
、
企
業
と
し
て
の
安
全
対
策
へ
の
取
り
組
み

な
ど
を
交
え
て
研
修
を
行
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
渡
航
者
・
赴
任
者
に
「
自
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分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
点
を
し
っ

か
り
と
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
安
全
対
策

へ
の
関
心
を
高
め
、
自
ら
情
報
収
集
・
分
析
・

対
策
の
検
討
を
行
う
よ
う
に
促
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
事
前
に
十
分
な
説
明
・
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
日
常
的
に
海
外
安
全
に
関
わ
る

情
報
を
現
地
と
共
有
す
る
、
必
要
に
応
じ
て
注

意
喚
起
を
行
う
、「
安
全
の
た
め
の
三
原
則
」

を
リ
マ
イ
ン
ド
す
る
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
を

定
期
的
に
行
う
な
ど
、
渡
航
後
・
赴
任
後
も
安

全
対
策
意
識
を
高
め
る
活
動
を
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

普
通
の
世
界
な
ら
未
熟
は

恥
じ
る
こ
と
で
は
な
い
…
…

だ
が
、
俺
た
ち
の
世
界
で
は
、

未
熟
な
者
に
「
い
つ
か
」
は

決
し
て
訪
れ
な
い
…
…

（
第
147
巻
『
三
人
の
狙
撃
手
』
よ
り
）

（
３
）
現
地
拠
点
の
予
防

　

現
地
拠
点
の
安
全
対
策
も
、
重
要
な
事
項
で

す
。
新
規
に
拠
点
を
設
け
る
場
合
も
、
既
に
あ

る
拠
点
を
利
用
す
る
場
合
も
、
現
地
の
治
安
状

況
等
に
応
じ
て
適
切
な
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　
治
安
状
況
や
治
安
機
関
の
信
頼
性
、
テ
ロ
対

象
と
な
り
そ
う
な
施
設
の
有
無
な
ど
拠
点
所
在

地
・
周
辺
エ
リ
ア
の
安
全
性
、
建
物
・
駐
車
場

の
構
造
、
雑
居
ビ
ル
で
あ
れ
ば
他
の
入
居
企
業

の
情
報
、
通
勤
経
路
の
安
全
性
、
建
物
自
体
の

耐
震
性
、
自
然
災
害
の
発
生
状
況
な
ど
は
必
ず

確
認
す
べ
き
事
項
で
す
。
ま
た
、
犯
罪
者
は
比

較
的
侵
入
し
や
す
い
場
所
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
近
隣
の
オ
フ
ィ
ス
が
ど

の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
を
調
べ

周
囲
と
比
べ
て
拠
点
の
安
全
対
策
が
同
等
以
上

で
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例

え
ば
、
入
館
者
の
確
認
は
確
実
に
さ
れ
て
い
る

か
、
警
備
体
制
は
万
全
か
、
警
備
業
者
の
信
頼

性
は
問
題
な
い
か
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
監
視
カ
メ
ラ
、
侵
入
セ
ン
サ
ー
、

通
信
手
段
な
ど
に
つ
い
て
も
緊
急
時
に
機
能
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
対
策
に
は
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
必
要
と
考

え
ら
れ
る
対
策
に
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
実
施

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
、
拠
点
周
辺

エ
リ
ア
の
治
安
状
況
や
、
周
囲
の
建
物
の
安
全

対
策
実
施
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
優
先
的
に
講
じ
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
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分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
点
を
し
っ

か
り
と
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
安
全
対
策

へ
の
関
心
を
高
め
、
自
ら
情
報
収
集
・
分
析
・

対
策
の
検
討
を
行
う
よ
う
に
促
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
事
前
に
十
分
な
説
明
・
研
修
を
行

う
と
と
も
に
、
日
常
的
に
海
外
安
全
に
関
わ
る

情
報
を
現
地
と
共
有
す
る
、
必
要
に
応
じ
て
注

意
喚
起
を
行
う
、「
安
全
の
た
め
の
三
原
則
」

を
リ
マ
イ
ン
ド
す
る
、
有
事
に
備
え
た
訓
練
を

定
期
的
に
行
う
な
ど
、
渡
航
後
・
赴
任
後
も
安

全
対
策
意
識
を
高
め
る
活
動
を
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

（
３
）
現
地
拠
点
の
予
防

　

現
地
拠
点
の
安
全
対
策
も
、
重
要
な
事
項
で

す
。
新
規
に
拠
点
を
設
け
る
場
合
も
、
既
に
あ

る
拠
点
を
利
用
す
る
場
合
も
、
現
地
の
治
安
状

況
等
に
応
じ
て
適
切
な
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　
治
安
状
況
や
治
安
機
関
の
信
頼
性
、
テ
ロ
対

象
と
な
り
そ
う
な
施
設
の
有
無
な
ど
拠
点
所
在

地
・
周
辺
エ
リ
ア
の
安
全
性
、
建
物
・
駐
車
場

の
構
造
、
雑
居
ビ
ル
で
あ
れ
ば
他
の
入
居
企
業

の
情
報
、
通
勤
経
路
の
安
全
性
、
建
物
自
体
の

耐
震
性
、
自
然
災
害
の
発
生
状
況
な
ど
は
必
ず

確
認
す
べ
き
事
項
で
す
。
ま
た
、
犯
罪
者
は
比

較
的
侵
入
し
や
す
い
場
所
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
近
隣
の
オ
フ
ィ
ス
が
ど

の
よ
う
な
安
全
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
を
調
べ

周
囲
と
比
べ
て
拠
点
の
安
全
対
策
が
同
等
以
上

で
あ
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
例

え
ば
、
入
館
者
の
確
認
は
確
実
に
さ
れ
て
い
る

か
、
警
備
体
制
は
万
全
か
、
警
備
業
者
の
信
頼

性
は
問
題
な
い
か
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
監
視
カ
メ
ラ
、
侵
入
セ
ン
サ
ー
、

通
信
手
段
な
ど
に
つ
い
て
も
緊
急
時
に
機
能
す

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
対
策
に
は
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
必
要
と
考

え
ら
れ
る
対
策
に
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
実
施

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
、
拠
点
周
辺

エ
リ
ア
の
治
安
状
況
や
、
周
囲
の
建
物
の
安
全

対
策
実
施
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
優
先
的
に
講
じ
る
か
を
判
断
し
ま
す
。
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（
４
）
有
事
へ
の
備
え

（
ア
）
訓
練
の
重
要
性

　
有
事
に
備
え
、
日
常
的
に
情
報
の
モ
ニ
タ
ー

を
行
い
、
自
社
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
緊
急
連
絡
網
を

整
備
し
ま
す
。

　
「
９　

平
時
の
危
機
管
理
そ
の
１
（
３
）
自

社
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
」
の
項
目
で
も
指
摘
し

た
通
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
実
効
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
内
容
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
定
期

的
に
訓
練
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
定
期

的
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
有
事
の
際
に

条
件
反
射
に
近
い
形
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
の
結
果
は
そ
の
都
度
本

社
と
現
地
で
共
有
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
安
全
対
策
の
充
実

を
は
か
り
ま
す
。

　
訓
練
は
本
来
業
務
と
関
連
が
薄
い
と
認
識
さ

れ
る
と
、
形
式
的
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

危
機
管
理
に
お
い
て
ト
ッ
プ
の
意
識
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、
有

効
な
訓
練
を
行
う
た
め
に
は
、「
事
業
展
開
に

当
た
っ
て
は
安
全
確
保
が
大
前
提
で
あ
る
」
と

い
う
方
針
を
常
に
ト
ッ
プ
が
強
調
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

（
イ
）
保
険
の
活
用

　

有
事
の
備
え
と
し
て
保
険
を
活
用
す
る
こ
と

も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。
海
外
渡
航
者
・
赴
任

者
は
海
外
旅
行
保
険
に
加
入
す
る
、
会
社
と
し

て
危
機
管
理
に
関
す
る
保
険
に
入
る
と
い
っ
た

こ
と
を
検
討
し
ま
す
。
保
険
に
入
る
こ
と
は
金

銭
的
な
補
償
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
危
機
管
理

に
関
わ
る
最
新
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
有
事
の
際
に
専
門

家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
保
険
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
範

囲
や
対
応
能
力
に
は
差
が
あ
る
の
で
、
自
社
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
険
会
社
の
見
極
め
が
重
要

で
す
。

（
５
）
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
活
用

　

現
地
ス
タ
ッ
フ
は
危
機
管
理
に
関
し
て
有
力

な
情
報
源
に
な
り
得
ま
す
。
海
外
渡
航
者
・
赴

任
者
は
、
必
要
な
情
報
が
上
が
っ
て
く
る
よ
う
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
と
良
好
な
関
係
を
築
く
努
力
が

必
要
で
す
。
本
社
側
も
そ
の
よ
う
な
体
制
の
必

要
性
を
認
識
し
、
渡
航
者
・
赴
任
者
と
現
地
ス

タ
ッ
フ
が
良
好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
、
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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（
４
）
有
事
へ
の
備
え

（
ア
）
訓
練
の
重
要
性

　
有
事
に
備
え
、
日
常
的
に
情
報
の
モ
ニ
タ
ー

を
行
い
、
自
社
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
緊
急
連
絡
網
を

整
備
し
ま
す
。

　
「
９　

平
時
の
危
機
管
理
そ
の
１
（
３
）
自

社
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
」
の
項
目
で
も
指
摘
し

た
通
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
実
効
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
内
容
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
定
期

的
に
訓
練
を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
定
期

的
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
有
事
の
際
に

条
件
反
射
に
近
い
形
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
の
結
果
は
そ
の
都
度
本

社
と
現
地
で
共
有
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
安
全
対
策
の
充
実

を
は
か
り
ま
す
。

　
訓
練
は
本
来
業
務
と
関
連
が
薄
い
と
認
識
さ

れ
る
と
、
形
式
的
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

危
機
管
理
に
お
い
て
ト
ッ
プ
の
意
識
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、
有

効
な
訓
練
を
行
う
た
め
に
は
、「
事
業
展
開
に

当
た
っ
て
は
安
全
確
保
が
大
前
提
で
あ
る
」
と

い
う
方
針
を
常
に
ト
ッ
プ
が
強
調
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

（
イ
）
保
険
の
活
用

　

有
事
の
備
え
と
し
て
保
険
を
活
用
す
る
こ
と

も
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。
海
外
渡
航
者
・
赴
任

者
は
海
外
旅
行
保
険
に
加
入
す
る
、
会
社
と
し

て
危
機
管
理
に
関
す
る
保
険
に
入
る
と
い
っ
た

こ
と
を
検
討
し
ま
す
。
保
険
に
入
る
こ
と
は
金

銭
的
な
補
償
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
危
機
管
理

に
関
わ
る
最
新
の
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
有
事
の
際
に
専
門

家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
保
険
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
範

囲
や
対
応
能
力
に
は
差
が
あ
る
の
で
、
自
社
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
険
会
社
の
見
極
め
が
重
要

で
す
。

（
５
）
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
活
用

　

現
地
ス
タ
ッ
フ
は
危
機
管
理
に
関
し
て
有
力

な
情
報
源
に
な
り
得
ま
す
。
海
外
渡
航
者
・
赴

任
者
は
、
必
要
な
情
報
が
上
が
っ
て
く
る
よ
う
、

現
地
ス
タ
ッ
フ
と
良
好
な
関
係
を
築
く
努
力
が

必
要
で
す
。
本
社
側
も
そ
の
よ
う
な
体
制
の
必

要
性
を
認
識
し
、
渡
航
者
・
赴
任
者
と
現
地
ス

タ
ッ
フ
が
良
好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う
、
サ
ポ

ー
ト
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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